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２．八代市内における被害状況
(1) 八代市内における震度等
　熊本地震において、八代市は震度 5弱以上の揺れに襲われた。4月 14 日の前震時に震
度 5弱を、15 日に発生した余震では震度 5強を、16 日の本震時には震度 6弱を、そし
て 19 日夕方に発生した余震では震度 5強を記録している。その後も震度 5弱以上の余
震に度々襲われることとなった。一連の地震により、本震時に火災によって１人の方が
亡くなり、その後に１人の方が災害死と認定され、建物の全壊は 17件、大規模半壊 35軒、
半壊 345 件、一部損壊 2,049 件にのぼる (2016 年 11 月時点 )。
　公共施設も被災した。余震及び本震により八代市役所本庁舎が被災して倒壊する恐れ
が生じたために使用禁止となり、鏡支所に本庁舎機能を移転、その他の支所や公共施設
に分散して業務にあたることとなった。その後庁舎敷地内に仮設庁舎を設けて、窓口業
務を集約している。
　なお、2021( 令和 3) 年 10 月に新庁舎が竣工予定である。
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Fig.12　4月 16日 ( 本震 ) 時の震度分布図 (地震調査会資料より )

八代市
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(2) 被災文化財について

　平成 28 年熊本地震により、八代市内では 28 件の
文化財が被災した。そのうち、被災した国指定文化
財は、重文「十三重塔」、重文「旧郡築新地甲号樋門附．
潮請堤防」、名勝「旧熊本藩八代城主浜御茶屋(松浜軒 )
庭園」( 以下、松浜軒 )、そして史跡「八代城跡群　
古麓城跡　麦島城跡　八代城跡」( 以下、八代城跡群 )
の 4件であった。「十三重塔」は２度の地震により八
重め以上の塔身・屋根が回転し、一部の石材が破損
した。そのため、余震による倒壊を防止するために
石塔を一旦解体し、所有者が 2016・2017( 平成 28・
29) 年度にかけて国庫補助及び熊本県補助等を活用し
て保存修復を行った ( 米康夫・㈱文化財保存計画協
会　2018)。

 

 - 51 - 気象庁作成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

観測点名の＊印は、地方公共団体または国立研究開発法人防災科学技術研究所の震度観測点を示す 

合成
南北
成分

東西
成分

上下
成分

熊本県 益城町 益城町宮園＊ 7 6.7 899.1 775.5 825.4 668.5 6.4

熊本県 西原村 西原村小森＊ 7 6.6 904.0 742.1 770.0 531.3 15.8
熊本県 菊池市 菊池市旭志＊ ６強 6.4 977.4 799.2 857.4 535.8 22.7
熊本県 南阿蘇村 南阿蘇村河陽＊ ６強 6.2 1316.3 1111.8 954.6 654.4 25.1
熊本県 宇土市 宇土市浦田町＊ ６強 6.2 802.0 572.0 792.4 466.2 12.3
熊本県 嘉島町 嘉島町上島＊ ６強 6.2 622.3 564.8 597.1 474.1 2.0
熊本県 合志市 合志市竹迫＊ ６強 6.2 705.3 398.8 690.8 306.6 14.5
熊本県 大津町 大津町大津＊ ６強 6.1 1791.3 1379.6 1740.1 594.7 16.8
熊本県 宇城市 宇城市豊野町＊ ６強 6.1 751.7 573.4 575.1 724.7 13.2
熊本県 宇城市 宇城市松橋町 ６強 6.0 564.1 492.8 342.6 313.9 14.2
熊本県 宇城市 宇城市小川町＊ ６強 6.0 474.9 389.8 369.4 233.4 19.1
熊本県 熊本市中央区 熊本中央区大江＊ ６強 6.0 656.9 626.8 478.2 403.4 6.3
熊本県 熊本市東区 熊本東区佐土原＊ ６強 6.0 843.5 827.5 616.5 534.2 4.2
熊本県 熊本市西区 熊本西区春日 ６強 6.0 677.5 606.0 551.6 405.3 7.5
熊本県 南阿蘇村 南阿蘇村中松 ６弱 5.9 855.0 794.5 606.8 653.1 32.3
熊本県 美里町 熊本美里町馬場＊ ６弱 5.9 538.7 402.4 526.6 355.3 13.4
熊本県 宇城市 宇城市不知火町＊ ６弱 5.9 629.4 539.0 441.9 516.6 15.1
熊本県 熊本市南区 熊本南区城南町＊ ６弱 5.9 850.8 681.2 521.5 803.1 6.2
熊本県 熊本市南区 熊本南区富合町＊ ６弱 5.9 594.5 427.1 411.9 591.4 9.0
大分県 由布市 由布市湯布院町川上＊ ６弱 5.9 540.0 479.0 368.9 465.9 79.2
熊本県 阿蘇市 阿蘇市内牧＊ ６弱 5.8 517.2 511.8 165.1 318.1 35.5
熊本県 菊陽町 菊陽町久保田＊ ６弱 5.8 825.3 824.2 497.7 566.4 13.3
熊本県 熊本市北区 熊本北区植木町＊ ６弱 5.8 1026.9 672.3 877.9 530.0 17.4
熊本県 南阿蘇村 南阿蘇村河陰＊ ６弱 5.7 927.4 920.3 557.5 361.2 26.3
熊本県 玉名市 玉名市天水町＊ ６弱 5.7 328.7 308.4 202.0 137.1 19.7
熊本県 菊池市 菊池市隈府＊ ６弱 5.7 462.2 415.1 293.5 302.1 25.1
熊本県 大津町 大津町引水＊ ６弱 5.7 669.1 525.4 482.2 396.9 17.1
熊本県 御船町 御船町御船＊ ６弱 5.7 499.0 465.7 441.3 354.0 6.2
熊本県 山都町 山都町下馬尾＊ ６弱 5.7 831.2 776.7 639.5 186.5 22.5
熊本県 氷川町 氷川町島地＊ ６弱 5.7 346.7 300.5 312.9 206.3 21.2
熊本県 和水町 和水町江田＊ ６弱 5.7 517.6 264.2 509.2 135.9 28.4
熊本県 玉名市 玉名市横島町＊ ６弱 5.6 240.0 230.5 197.1 103.8 23.3
熊本県 菊池市 菊池市泗水町＊ ６弱 5.6 564.6 485.0 339.3 182.2 18.3
熊本県 美里町 熊本美里町永富＊ ６弱 5.6 778.0 597.6 602.6 254.8 18.5
熊本県 合志市 合志市御代志＊ ６弱 5.6 715.1 401.4 571.6 467.8 14.7
熊本県 阿蘇市 阿蘇市一の宮町＊ ６弱 5.5 403.1 261.3 346.6 268.4 38.9
熊本県 八代市 八代市鏡町＊ ６弱 5.5 419.5 353.5 285.1 354.0 24.1
熊本県 上天草市 上天草市大矢野町 ６弱 5.5 353.6 262.1 334.4 122.3 36.3
熊本県 天草市 天草市五和町＊ ６弱 5.5 303.9 281.6 218.8 62.4 60.2
大分県 別府市 別府市鶴見 ６弱 5.5 1155.0 831.5 805.9 860.8 90.1

震央
距離
（km）

都道府県 市区町村 観測点名 震度
計測
震度

最大加速度（gal=cm/s/s）

Table.01　4月 16日 ( 本震 ) 時の震度一覧 (地震調査会資料より、一部改編 )

Photo.16　十三重塔被災状況
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　「松浜軒」は庭園内の大蔵の壁の一部が
崩落する等の被害を受けたため、所有者が
2016( 平成 28) 年度に国庫補助及び県・市補
助を受けて保存修復を行った。
　「八代城跡群」を構成する八代城跡では、
本丸の石垣の一部が前震時に孕み、本震で
石垣北面が崩壊、4月 19 日夕方の余震で隅
角部を挟んだ東面まで崩壊が進んだ。その
ため、管理団体である八代市が国庫補助及
び県補助を活用し、　2016・2017( 平成 28・
29) 年度に石垣の保存修復を行い、2018( 平
成 30 年 ) 度に本報告書を刊行した。保存修
復作業中に計 5回の修復見学会を開催し、被
災状況及び保存修復の各段階を公開し、国史
跡及び城跡の保存修復状況の周知に努めた。
保存修復終了後には、保存修復報告書の PDF
データと保存修復の過程を記した動画を八代
市のホームページに公開し、熊本地震の文化
財の被災状況を伝える歴史資料として、併せ
て熊本地震を歴史の教訓として活かす資料と
して活用している。
　また、国指定重要文化財の「旧郡築新地甲
号樋門」は袖石垣の一部が孕んだが、崩壊の
恐れ等は認められず、経過観察中である。
　被災した県指定文化財は史跡「大鞘樋門
群」江中樋の 1件である。鞘石垣 ( 袖石垣 )
の一部が崩落するとともに、樋門本体に亀裂
が生じて干拓地側に倒壊する恐れがあった。
2017( 平成 29) 年 1 月から 3 月にかけて鞘
石垣の保存修復を行い復旧するとともに、樋
門本体の倒壊を防止するため応急保存処置を
実施した。
　市指定文化財の被災は 18件 ( 建造物 13件、彫刻 1件、美術工芸 1件、有形民俗 1件、
史跡 2件 ) で、その大半は所有者が市補助及び県補助を活用して保存修復を行った。

Photo.17　松浜軒被災状況

Photo.19　大鞘樋門群「江中樋」被災状況

Photo.18　八代城跡被災状況
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